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ポ ー ツ 科 学 セ ン タ ー（Japan Institute of Sports 
Sciences：JISS）は、競技が行われる地域の 4 年間分
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として提供される）は技術的には 2020 年に達成さ
れると予想されており、これができればスポーツ以
外の場面、例えば高齢者の健康管理などにも本格
的にさまざまなデータが活用されるだろう。また、
ウェアラブルセンサについては、加速度計で検出さ
れた身体のごくわずかな動きを家電などの操作に利
用できることからバリアフリー製品への用途の期待
も高い。
　地域のスポーツ運営主体や企業、大学・研究機関
などが中核となり、スポーツに関連したデータ取得
から情報提供まで、スポーツ科学からビックデータ
解析などのさまざまな分野の研究者を巻き込んだ仕
組みが形成され、その研究成果がスポーツ以外の分
野へも活用されることを期待したい。例えば大学・
研究機関や諸学会、関連する企業、スポーツ運営組
織や競技団体等が協力して研究を実施できるプラッ
トフォームのような分野横断的な取組を可能にする
仕組みが求められる。
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